


芝浦工業大学

Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

非科学的教育の提唱



「
実
学
重
視
の
技
術
者
教
育
」

　
　
　〜
社
会
に
学
び
、社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
〜

　
芝
浦
工
業
大
学
の
源
は
１
９
２
７
年
、
有
元
史
郎
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
東
京
高
等
工
商
学
校
で
あ
る
。

　
有
元
史
郎
に
は
「
非
科
学
的
教
育
の
提
唱
」
と
題
し

た
論
文
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
実
学
重
視
の
教
育
理
念

と
気
概
を
高
ら
か
に
う
た
い
あ
げ
て
お
り
、
当
時
と
し

て
は
非
常
に
先
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
専
門
性
の
深
掘

り
に
特
化
し
て
、
社
会
と
学
問
を
関
連
付
け
る
全
人
的

な
視
点
を
失
う
傾
向
に
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。
有
元

の
い
う
「
非
科
学
的
教
育
」
と
は
教
育
の
科
学
的
研
究

を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
我
等
の
生
活
の
中
に
科

学
の
解
け
込
ん
だ
現
代
文
化
の
諸
相
を
教
材
と
し
、
社

会
の
一
員
た
る
個
人
に
社
会
的
活
動
の
意
義
を
体
得
せ

し
め
る
教
育
」
で
あ
っ
た
。

　
有
元
が
唱
え
た
実
学
重
視
の
技
術
者
育
成
の
理
念
は

「
本
邦
の
私
立
学
校
と
し
て
特
色
あ
る
専
門
教
育
を
施

し
も
っ
て
実
社
会
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
」
と
宣
言
さ
れ
、

本
学
の
学
則
や
設
置
要
項
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
理
念
は
創
立
時
か
ら
今
日
ま
で
脈
々
と
伝
え
ら

れ
、
い
ま
芝
浦
工
業
大
学
は
「
社
会
に
学
び
、
社
会
に

貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」
そ
し
て
「
世
界
に
学
び
世

界
に
貢
献
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材
の
育
成
」
を
掲

げ
た
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。
近
年
、
産
業
構
造
の
変

化
や
社
会
の
複
雑
化
に
よ
り
、
社
会
の
諸
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
複
数
の
分
野
の
専
門
知
識
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
本
学
で
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
工
学
部
を

「
学
科
制
」
か
ら
「
課
程
制
」
に
移
行
す
る
。
明
治
時

代
か
ら
続
く
「
学
科
」
教
育
の
枠
を
広
げ
て
、
さ
ら
に

分
野
を
横
断
的
に
学
べ
る
融
合
型
の
教
育
研
究
体
制
づ

く
り
へ
。
そ
し
て
研
究
を
主
軸
と
し
た
実
践
型
教
育
を

展
開
す
る
こ
と
で
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

を
発
見
、
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
役
と
な
れ
る
人
材
を
育
て
て
い
く
。
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わ
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表 紙 ： ユズ
ミカン科の常緑高木。柑橘類の中でも寒さに強く、太陽の力
が弱まる10月から12月に太陽に似た黄色い実をつけること
から縁起が良いとされます。冬至には強い香りで邪気を祓う
ため、ゆず湯に入る風習がありますが、現代では薬湯として
さまざまな効能も期待できることが分かっています。

＊ 表紙デザインでは教育・成長・向上を植物になぞらえ、1年ごとに
さまざまな種・葉・花・実を紹介します。今年度は実のシリーズです。

だ
い
が
く
の
た
か
ら
　
芝
浦
工
業
大
学

大
学
点
描
　
順
天
堂
大
学

巻
頭
言
　
人
生
１
０
０
年
時
代
　
新
井
一

視
点
　
大
学
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装
と
は
？
　
伊
藤
公
平

座
談
会

　大
学
は
い
か
に
自
然
災
害
と
向
き
合
う
べ
き
か
―
防
災
対
策
と
意
識
向
上
―

　
小
林
光
広
／
城
山
大
樹
／
井
上
博
司
／
飯
田
昌
美
／（
司
会
）大
谷
奈
緒
子

特
集

　学
生
食
堂
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
―
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
大
学
の
取
り
組
み
―

　
学
食
改
革―

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て―

　
早
川
和
宏

　
食
事
だ
け
で
は
な
い
食
堂
が
提
供
で
き
る
も
の
　
國
見
憲
吾

　「
人
」と「
知
」の
交
流
を
生
み
出
す
キ
ャ
ン
パ
ス
内
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
挑
戦
　
村
川
千
鶴

　
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
食
を
目
指
し
て
　
村
松
航
平

　
学
生
の
ア
イ
デ
ア
が
学
食
メ
ニュ
ー
で
実
現
　
末
木
由
紀

　
健
康
で
充
実
し
た
大
学
生
活
を

　
　
送
っ
て
も
ら
う
た
め
の
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
の
取
り
組
み
　
高
橋
悠

ず
い
そ
う
　
修
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
わ
れ
ず
、

　
　
　
　
　
　
証
せ
ざ
る
に
は
う
る
こ
と
な
し（
正
法
眼
蔵
弁
道
話
）　
石
川
順
之

小
特
集
　
学
生
父
母
等
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今

　
つ
な
が
る
喜
び
と
安
心
を
父
母
に
　
茂
木
え
り

　
父
母
教
育
後
援
会
の
取
り
組
み
　
井
上
拓
也

　
保
護
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
家
庭
会
　
長
谷
川
紹
子
　

　
父
母
教
の
コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
後
　
阿
川
修
三

寄
稿 

　
日
本
の「
カ
ル
ト
」問
題
と
対
策
の
あ
り
方
　
島
薗
進

寄
稿 

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
×
大
学
時
報
連
動
企
画
﹈

　
地
域
に
お
け
る
学
び
の
実
践
が
育
む
力

　
　―

清
瀬
旭
が
丘
団
地
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス「
ぷ
ら
っ
と
あ
さ
ひ
」の

　
　
　
企
画・運
営
を
通
じ
て―

　
竹
内
光
子

私
の
授
業
実
践
〜
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら
〜

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
授
業
実
践
　
山
本
直
子

明
日
へ
の
試
み

　立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
光
学
部

　
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
世
界
で
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
　
李
燕

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ《
水
面
編
》

　
泉
は
、泉
に
し
て
泉
に
あ
ら
ず―

昭
和
之
泉―

　
比
嘉
秀
之
　
　
　
　
　

　
水
辺
を
歩
く―

関
西
学
院
大
学
と
六
甲
の
清
流―

　
赤
江
達
也

　
人
と
自
然
の
営
み
が
織
り
な
す
豊
か
な
水
辺
空
間
　
尾
崎
寛
直

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
／
横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社 

経
営
企
画
部
　
外
池
大
亮
さ
ん
に
聞
く
　（
聞
き
手
）外
川
智
恵

日
本
私
立
大
学
連
盟
の
提
言
・
主
張

　「
大
学・高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」への
要
望
書
を
文
部
科
学
省
へ
提
出

新
会
員
代
表
者
紹
介

　
筑
紫
女
学
園
大
学
／
聖
学
院
大
学

執
筆
者
・
出
席
者
の
ご
紹
介（
掲
載
順
）
　
　
　
　 

私
大
連
ニ
ュ
ー
ス

　
　
　
　 

編
集
後
記

101430323842485256606264727680849098100106108110112120128129

131

132



　順天堂大学は、8学部4研究科6附属病院からなる健康総合大学・大学院大学として、「教育」
「研究」「診療・実践」という3つの柱を通じた国際レベルでの社会貢献と人材育成を進めています。
　学是「仁」と理念「不断前進」に則り、出身校、国籍、性による差別無く優秀な人材を求め活躍の
機会を与えるという「三無主義」の学風を掲げ、「教育」「研究」「診療・実践」を柱に、グローバル社
会において医療やスポーツ、人々の健康を支える人材の育成・輩出に取り組んでいます。

　2022年度は、コロナ禍の影響が残る中、短期留学生178名を受入れました。
　また、ロシアによる軍事侵攻により、教育や研究の機会を安全に確保することができ
なくなったウクライナからの学生・研修医・研究者（計18名）を受入れ、渡日・帰国費用、居住施設、生活費等の支
援を実施しました。

不断前進
現状に満足せず、常に高い目標を目指して努力を続ける姿勢

〈 理 念 〉

三無主義
出身校・国籍・性別の差別なく、優秀な人材を求め、活躍の機会を与える

〈 学 風 〉

仁
「仁」は、順天堂大学の大学としてのあり方や、教育における考え方の基本になるキーワードです。

「仁」とは、自分本位に行動するのではなく、常に他人の気持ちを思いやり、慈しむ心です。

人は決して一人では生きていけません。

「人は誰かを助け、支えるために生まれ、生きていく」という考え方が、

自分の成長や幸福にもつながるのです。

〈 学 是 〉

人在りて我在り、他を思いやり、慈しむ心。
これ即ち「仁」

数字で見る順天堂大学

大学 学部 学科8 10

8金
メダル

銀
メダル

銅
メダル10 3

豊富な国際交流活動

学部生

都心型／郊外型キャンパスで学ぶ

つのキャンパス5

大学院生

オリンピック・
パラリンピックメダル数

出場選手数延べ
人99

健康総合大学・大学院大学として

大学院 研究科4

日本最古の医学教育機関

年の歴史185

外国籍の学生数
（含：留学生・短期留学生）

人（2023年度5月現在）1,210

人（2023年度5月現在）6,779

カ国／地域27 80 機関
（2022年度末現在）

人（2022年度末現在）395

順天堂大学
大学点描

【教育】 【研究】 【診療・実践】

順天堂大学は、８学部４研究科６附属病院からなる健康総合大学・大学院大学として、「教育」
「研究」「診療・実践」という３つの柱を通じた国際レベルでの社会貢献と人材育成を進めています。
学是「仁」と理念「不断前進」に則り、出身校、国籍、性による差別無く優秀な人材を求め活躍の
機会を与えるという「三無主義」の学風を掲げ、「教育」「研究」「診療・実践」を柱に、グローバル
社会において医学・医療やスポーツ、人々の健康を支える人材の育成・輩出に取り組んでいます。

2022年度は、コロナ禍の影響が残る中、短期留学生178名を受入れました。また、ロシアによる
軍事侵攻により、教育や研究の機会を安全に確保することができなくなったウクライナからの
学生・研修医・研究者（計18名）を受入れ、渡日・帰国費用、居住施設、生活費等の支援を実施
しました。

　順天堂大学は、8学部4研究科6附属病院からなる健康総合大学・大学院大学として、「教育」
「研究」「診療・実践」という3つの柱を通じた国際レベルでの社会貢献と人材育成を進めています。
　学是「仁」と理念「不断前進」に則り、出身校、国籍、性による差別無く優秀な人材を求め活躍の
機会を与えるという「三無主義」の学風を掲げ、「教育」「研究」「診療・実践」を柱に、グローバル社
会において医療やスポーツ、人々の健康を支える人材の育成・輩出に取り組んでいます。

　2022年度は、コロナ禍の影響が残る中、短期留学生178名を受入れました。
　また、ロシアによる軍事侵攻により、教育や研究の機会を安全に確保することができ
なくなったウクライナからの学生・研修医・研究者（計18名）を受入れ、渡日・帰国費用、居住施設、生活費等の支
援を実施しました。

不断前進
現状に満足せず、常に高い目標を目指して努力を続ける姿勢

〈 理 念 〉

三無主義
出身校・国籍・性別の差別なく、優秀な人材を求め、活躍の機会を与える

〈 学 風 〉

仁
「仁」は、順天堂大学の大学としてのあり方や、教育における考え方の基本になるキーワードです。

「仁」とは、自分本位に行動するのではなく、常に他人の気持ちを思いやり、慈しむ心です。

人は決して一人では生きていけません。

「人は誰かを助け、支えるために生まれ、生きていく」という考え方が、

自分の成長や幸福にもつながるのです。

〈 学 是 〉

人在りて我在り、他を思いやり、慈しむ心。
これ即ち「仁」
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将来の可能性が無限に広がる
健康とデータのプロフェッショナル
「健康データサイエンティスト」を養成します。

健康データサイエンス学部
■ 健康データサイエンス学科

2023年4月 開設

「仁」の精神を持ち、
グローバル時代に対応できる
国際性を身につけた臨床検査技師・
臨床工学技士を養成します。

医療科学部
■ 臨床検査学科
■ 臨床工学科

2022年4月 開設

「仁」の精神と「不断前進」の基本理念
地域医療に貢献できる看護職者を養成します。

保健看護学部
■ 看護学科

医療看護学部
■ 看護学科

身体のみならず「心を癒やす看護」を
実践できる看護職者を養成します。

■ スポーツ健康科学科
スポーツ健康科学部 「スポーツ」と「健康」をキーワードに、

新しい時代を共創します。

高度な専門知識と技術を持つ
理学療法士・診療放射線技師を養成します。

保健医療学部
■ 理学療法学科
■ 診療放射線学科

国際教養学部
■ 国際教養学科

豊かな教養と専門性を備え
国際社会の多様な価値観の中で
活躍できるグローバル市民を養成します。

医学部
■ 医学科

180年以上、受け継がれてきた
“医学”の歴史が医師としての
成長を後押しします。

三島キャンパス

浦安キャンパス

本郷・お茶の水キャンパス
※医学部は1年次さくらキャンパス

さくらキャンパス

浦安・日の出キャンパス

※ 薬学部（2024年4月開設予定）

教 育研 究

順天堂大学では、医学、スポーツ健康科学、看護学、理学療法学、診療
放射線学、臨床検査学、臨床工学、国際教養学及び健康データサイエンス学
の理論と実際を教授・研究致します。国際的な広い視野を持ち、高度な専門
知識とスキルを基盤に科学及び技術の水準を高め、文化の進展に寄与し、
地域社会や国際社会の発展と人類福祉の向上に貢献できる人材の養成を
目指しています。

研究は、大学に課せられている大きな使命の一つであり、その
成果を広く世の中に還元することが求められています。
順天堂大学における文部科学省科学研究費の採択件数・額
は年々増加しており2022年度には14億円の助成を受けました。
科学研究費のうち約３割が女性研究者であり、これは国公
私立大学中９年連続で最も高い比率となっています。
（採択件数400件以上の40大学中）
また、企業等と研究を進める共同研究講座や寄付講座は57
あり、最近では、教授のみならず、若手研究者が実質責任者と
なる共同研究講座の開設が増えています。
部門横断的な研究にも力を入れ、全学的な研究支援拠点とし
ての健康総合科学先端研究機構（JARIHES）によるサポート
やスポーツ健康医科学推進機構（JASMS）によるスポーツ
分野を中心とする学際的研究の推進など、本学の強みを活か
した取り組みを進めています。
更に研究者や企業の研究サポートも実施。オープンイノベー
ションプログラム「GAUDI」は、研究開発における様々な課題
解決へのサポートを通じ、研究開発を促進し、開発シーズの
社会実装に貢献することを目指して活動を行っています。
2020年順天堂医院は、厚生労働省から全国で13番目の
臨床研究中核病院に承認されました。臨床研究中核病院は
国際水準の臨床研究や医師主導治験の実施を中心的に担う
病院です。
このように各研究科における研究、研究科の組織を越えた
研究体制、病院における臨床研究など、順天堂大学の強みを
最大限に活かし、研究を通じ社会貢献に取り組んで参ります。

● 大学院医学研究科
● 大学院スポーツ健康科学研究科
● 大学院医療看護学研究科
● 大学院保健医療学研究科
● 大学院国際教養学研究科
   （2024年4月開設予定）

順天堂大学
大学院研究科
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臨床研究中核病院に承認されました。臨床研究中核病院は
国際水準の臨床研究や医師主導治験の実施を中心的に担う
病院です。
このように各研究科における研究、研究科の組織を越えた
研究体制、病院における臨床研究など、順天堂大学の強みを
最大限に活かし、研究を通じ社会貢献に取り組んで参ります。

● 大学院医学研究科
● 大学院スポーツ健康科学研究科
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将来の可能性が無限に広がる
健康とデータのプロフェッショナル
「健康データサイエンティスト」を養成します。

健康データサイエンス学部
■ 健康データサイエンス学科

2023年4月 開設

「仁」の精神を持ち、
グローバル時代に対応できる
国際性を身につけた臨床検査技師・
臨床工学技士を養成します。

医療科学部
■ 臨床検査学科
■ 臨床工学科

2022年4月 開設

「仁」の精神と「不断前進」の基本理念
地域医療に貢献できる看護職者を養成します。

保健看護学部
■ 看護学科

医療看護学部
■ 看護学科

身体のみならず「心を癒やす看護」を
実践できる看護職者を養成します。

■ スポーツ健康科学科
スポーツ健康科学部 「スポーツ」と「健康」をキーワードに、

新しい時代を共創します。

高度な専門知識と技術を持つ
理学療法士・診療放射線技師を養成します。

保健医療学部
■ 理学療法学科
■ 診療放射線学科

国際教養学部
■ 国際教養学科

豊かな教養と専門性を備え
国際社会の多様な価値観の中で
活躍できるグローバル市民を養成します。

医学部
■ 医学科

180年以上、受け継がれてきた
“医学”の歴史が医師としての
成長を後押しします。

三島キャンパス

浦安キャンパス

本郷・お茶の水キャンパス
※医学部は1年次さくらキャンパス

さくらキャンパス

浦安・日の出キャンパス

※ 薬学部（2024年4月開設予定）

教 育研 究

順天堂大学では、医学、スポーツ健康科学、看護学、理学療法学、診療
放射線学、臨床検査学、臨床工学、国際教養学及び健康データサイエンス学
の理論と実際を教授・研究致します。国際的な広い視野を持ち、高度な専門
知識とスキルを基盤に科学及び技術の水準を高め、文化の進展に寄与し、
地域社会や国際社会の発展と人類福祉の向上に貢献できる人材の養成を
目指しています。

研究は、大学に課せられている大きな使命の一つであり、その
成果を広く世の中に還元することが求められています。
順天堂大学における文部科学省科学研究費の採択件数・額
は年々増加しており2022年度には14億円の助成を受けました。
科学研究費のうち約３割が女性研究者であり、これは国公
私立大学中９年連続で最も高い比率となっています。
（採択件数400件以上の40大学中）
また、企業等と研究を進める共同研究講座や寄付講座は57
あり、最近では、教授のみならず、若手研究者が実質責任者と
なる共同研究講座の開設が増えています。
部門横断的な研究にも力を入れ、全学的な研究支援拠点とし
ての健康総合科学先端研究機構（JARIHES）によるサポート
やスポーツ健康医科学推進機構（JASMS）によるスポーツ
分野を中心とする学際的研究の推進など、本学の強みを活か
した取り組みを進めています。
更に研究者や企業の研究サポートも実施。オープンイノベー
ションプログラム「GAUDI」は、研究開発における様々な課題
解決へのサポートを通じ、研究開発を促進し、開発シーズの
社会実装に貢献することを目指して活動を行っています。
2020年順天堂医院は、厚生労働省から全国で13番目の
臨床研究中核病院に承認されました。臨床研究中核病院は
国際水準の臨床研究や医師主導治験の実施を中心的に担う
病院です。
このように各研究科における研究、研究科の組織を越えた
研究体制、病院における臨床研究など、順天堂大学の強みを
最大限に活かし、研究を通じ社会貢献に取り組んで参ります。

● 大学院医学研究科
● 大学院スポーツ健康科学研究科
● 大学院医療看護学研究科
● 大学院保健医療学研究科
● 大学院国際教養学研究科
   （2024年4月開設予定）
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グローバル時代に対応できる
国際性を身につけた臨床検査技師・
臨床工学技士を養成します。
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地域社会や国際社会の発展と人類福祉の向上に貢献できる人材の養成を
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解決へのサポートを通じ、研究開発を促進し、開発シーズの
社会実装に貢献することを目指して活動を行っています。
2020年順天堂医院は、厚生労働省から全国で13番目の
臨床研究中核病院に承認されました。臨床研究中核病院は
国際水準の臨床研究や医師主導治験の実施を中心的に担う
病院です。
このように各研究科における研究、研究科の組織を越えた
研究体制、病院における臨床研究など、順天堂大学の強みを
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特定機能病院として最先端の知識と技術で
高度な医療を提供し、「仁」の精神で患者
一人ひとりに向き合い最善の医療・看護を
行う。（1,051床）

順天堂医院
ドクターヘリを配備し、救命救急センターや
総合周産期母子医療センターなどを設置。
災害拠点病院などにも指定され、救命救急
の拠点としての役割も担う。（633床）

静岡病院
千葉県の東葛南部地域における基幹病院
として、周辺住民の人々に寄り添い、高度な
医療とともに思いやりのある心温かい看護を
提供することを使命とする。（785床）

浦安病院

地域に根差した大学附属病院として精神医
療を中心に診療活動を実施。内科系診療を
拡大しながら関連病院と連携をとっている。
（226床）

順天堂越谷病院 順天堂東京江東高齢者医療センター
地域医療支援病院の承認を受け、地域の
医療機関との連携を密に行っている総合病
院。東京都西北部を中心とした地域医療の
充実を図る。（490床）

練馬病院

診療・実践
医療法では、20床以上の病床を持つ医療施設を「病院」と定義していますが順天堂医院
を「医院」と称しているのには理由があります。順天堂の創立者・佐藤泰然のあとを継いだ
佐藤尚中が、大学東校（東京大学医学部の前身）の開校を主宰していた1871（明治４）年に
文部省に対して「病院改称伺」を提出し、その中で「『病院』という言葉には、病人を治す
という意味は含まれず、ただ病人を集めておく所という意味合いがある」と指摘しました。
順天堂は尚中のこの見識を守り、いまでも本郷の本院を「順天堂医院」と称しています。
そして、静岡病院、浦安病院、順天堂越谷病院、順天堂東京江東高齢者医療センター、
練馬病院も、地域医療の中核地点施設としての役割を担っています。そこにおける医療実践、
診療が患者さんや地域住民の皆様から信頼を得ている背景には、順天堂の学是「仁」を
大切に育み、受け継いできたことが根幹としてあります。

各附属病院においては、市民公開講座を開催しております。
この様な取り組みを通じ、診療のみならず、地域住民の方をはじめとした
皆様の医療と健康に貢献できる身近な存在であり続けたいと考えております。

JUNTENDO
UNIVERSITY

順天堂大学

医療・福祉の複合施設の中核として、人生
100年時代を支える急性期病院。認知症病
棟を有し、地域と連携しながら人々のQOL
の向上を目指す。（404床）
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は
じ
め
に

『
大
学
時
報
』４
１
０
号
で
は
、立
教
大
学
の
西
原
廉
太
総
長
が

「
本
来
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
的
教
養
教
育
の
真
意
」に
つ
い
て
の
慧

眼
を
披
露
さ
れ
た
。本
号
で
は
そ
の
延
長
と
い
う
位
置
づ
け
で
、大・

学・

の・

研・

究・

成・

果・

の・

社・

会・

実・

装・

に
つ
い
て
議
論
す
る
。

１
．  

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
が
発
端
の
社
会
実
装

政
府
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
い
う
枠
組
み
に
お

い
て
、大
学
に
は
、研
究
成
果
を
社
会
実
装
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ

く
り
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
科
学
的
な
発
見
や
発
明
等

に
よ
る
新
た
な
知
識
を
基
に
し
た
知
的
・
文
化
的
価
値
の
創
造

と
、そ
れ
ら
の
知
識
を
発
展
さ
せ
て
経
済
的
、社
会
・
公
共
的
価

値
の
創
造
に
結
び
つ
け
る
革
新
」（
第
４
期
科
学
技
術
基
本
計
画
、

２
０
１
１
年
）を
求
め
る
の
が
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の

本
旨
で
あ
る
。筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、２
０
１
３
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
～
新
次
元
日

本
創
造
へ
の
挑
戦
～
」に
お
い
て
社・

会・

実・

装・

と
い
う
単
語
が
多
用
さ

れ
て
い
る
の
が
発
端
の
よ
う
だ
。理
学
、工
学
、農
学
、医
学
と
い
っ

た
理
系
分
野
に
お
け
る
発
見
・
発
明
の
応
用
で
あ
る
。最
近
の「
統

合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」で
は
、「
総
合
知
の
活
用
」と
い
っ
た
具

合
に
理
系
以
外
の
重
要
性
も
謳
わ
れ
て
い
る
が
、本
質
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。経
済
創
造
と
な
る
と
、発
見
・
発
明
に
基
づ
く
新
産
業
創

出
や
起
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。社
会
・
公
共
的
価
値
の
創
造
も

併
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、経
済
面
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に

疑
い
は
な
い
。慶
應
義
塾
創
立
者
・
福
澤
諭
吉
は
、ビ
ジ
ネ
ス
を
蔑

む
傾
向
が
強
か
っ
た
幕
末
・
維
新
の
時
代
に
、当
時
の
自
分
の
利

2 

学
び
の
継
続

伊
藤 

公
平
　慶
應
義
塾
長

大
学
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装
と
は
？
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益
の
み
を
追
求
す
る
商
人
の
限
界
を
指
摘
し
、社
会
全
体
を
発
展

さ
せ
る
実
業
家
の
育
成
に
励
ん
だ
。そ
の
成
果
が
福
澤
山
脈
と
称

さ
れ
る
近
代
日
本
の
発
展
を
支
え
た
実
業
家
た
ち
で
あ
っ
た
。最

近
の
経
済
産
業
省
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
実
態
等
調
査
に
よ
れ
ば

慶
應
義
塾
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
数
は
、20
年
が
全
国
10
位
、21

年
が
５
位
、22
年
が
３
位
と
一
気
に
伸
び
て
い
る
。ま
た
大
学
発
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
資
金
調
達
の
総
額
で
は
全
国
１
位
で
あ
る
。ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
勢
い
が
増
す
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ

る
が
、利
己
的
な
動
機
に
よ
っ
て
駆
り
立
て
ら
れ
が
ち
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
、利
他
的
な
社
会
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ

り
、そ
の
た
め
の
多
角
的
な
学
び
の
場
を
用
意
す
る
の
が
我
々
大
学

の
使
命
で
あ
る
。

2
． 

三
つ
の
プ
レ
ナ
ー

本
題
に
入
る
前
に
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
、イ
ン
ト
ラ
プ
レ
ナ
ー
、

イ
ン
タ
ー
プ
レ
ナ
ー
と
い
う
三
つ
の
プ
レ
ナ
ー
を
紹
介
す
る
。ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
は
ご
存
知
の
と
お
り
起
業
家
で
あ
り
、イ
ン
ト
ラ
プ

レ
ナ
ー
は
既
に
所
属
す
る
企
業
や
機
関
に
お
い
て
内
部
か
ら
そ
の

機
関
を
変
革
す
る
人
を
指
す
。二
つ
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
生
ま

れ
た
用
語
で
あ
る
。一
方
、イ
ン
タ
ー
プ
レ
ナ
ー
は
最
近
に
な
っ
て
か

ら
使
わ
れ
始
め
た
用
語
で
あ
り
、私
の
定
義
は
、異
な
る
団
体
、自

治
体
、国
な
ど
を
有
機
的
に
つ
な
げ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

社
会
全
体
の
幸
福
を
追
求
す
る
人
を
指
す
。機
関
と
し
て
は
国
連

な
ど
が
そ
の
例
で
あ
り
、個
人
と
し
て
は
、福
澤
諭
吉
が
そ
の
好
例

で
あ
る
こ
と
を
後
で
紹
介
す
る
。

3
． 

大
学
の
目
的
と
研
究
成
果
の
社
会
実
装

高
等
教
育
を
修
了
し
た
者
に
求
め
ら
れ
る
の
が
、人
間
本
来
の

利
己
的
な
側
面
と
、社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
利
他
的
な

側
面
の
自
制
的
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
あ
り
、想
像
力
と
創
造
力
と

を
も
っ
て
全
社
会
す
な
わ
ち
全
世
界
の
人
々
の
気
持
ち
や
文
化
を

理
解
し
、地
球
上
の
人
類
の
幸
せ
な
現
在
と
将
来
を
作
っ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。壮
大
す
ぎ
る
目
標
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、誰

も
が
経
験
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
学
生
に
と
っ
て
は
、こ
の
志
こ
そ
が
宝
で
あ
り
、こ
の
志
を
生

涯
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、常
に
学
び
続
け
る
と
い
う
向
上
心
に
つ
な

が
る
。困
窮
学
生
が
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、大
学
に
通
う

と
い
う
こ
と
は
、利
己
的
な
側
面
と
そ
の
自
制
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
培

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

学
問
を
駆
使
し
て
、平
和
や
幸
福
を
社
会
全
体
に
広
げ
る
イ
ン
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タ
ー
プ
レ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
が
大
学
生
の
本
懐
で
あ
ろ
う
。

福
澤
諭
吉
は『
学
問
の
す
ゝ
め
』九
編
に
お
い
て
、あ
る
人
が
良
い

職
に
就
き
、家
を
構
え
、立
派
な
家
庭
を
築
い
た
と
し
て
も
、そ
れ
だ

け
で
は
国
民
と
し
て
務
め
を
果
た
し
て
い
な
い
と
断
じ
て
い
る
。そ

し
て
十
編
の
冒
頭
に
お
い
て「
人
た
る
も
の
は
唯
一
身
一
家
の
衣
食

を
給
し
、以
て
自
ら
満
足
す
べ
か
ら
ず
、人
の
天
性
に
は
尚
こ
れ
よ
り

も
高
き
約
束
あ
る
も
の
な
れ
ば
、人
間
交
際
の
仲
間
に
入
り
、そ
の

仲
間
た
る
身
分
を
以
て
世
の
た
め
に
勉
む
る
所
な
か
る
べ
か
ら
ず
」

と
九
編
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
。利
己
的
な
部
分
に
加
え
て
、利

他
的
に
世
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
と
い
う
こ
と
だ
。こ

の
一
文
で
注
目
す
べ
き
は
、「
人
間（
に
ん
げ
ん
）交
際
を
し
て
」と

い
っ
た
具
合
の
動
詞
形
で
は
な
く
、「
人
間（
じ
ん
か
ん
）交
際
の
仲

間
に
入
り
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。実
は
福
澤
は
英
語
の

「society

」と
い
う
名
詞
を「
人
間（
じ
ん
か
ん
）交
際
」と
訳
し

た
の
だ
。日
本
で
は
世
間
を
大
切
に
し
、近
所
付
き
合
い
、す
な
わ

ち
、狭
い
サ
ー
ク
ル
内
で
の
人
付
き
合
い
や
助
け
合
い
を
重
ん
じ
て

き
た
。こ
の
イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
活
動
は
人
間（
に
ん
げ
ん
）交
際
で

あ
り
、サ
ー
ク
ル
外
の
人
は
軽
ん
じ
る
傾
向
が
あ
る
。バ
ー
ゲ
ン
セ
ー

ル
で
周
り
の
人
へ
の
遠
慮
な
ど
一
切
な
く
我
先
と
欲
し
い
も
の
を
奪

い
合
い
な
が
ら
も
、取
り
合
って
い
る
相
手
が
知
り
合
い
だ
っ
た
と
わ

か
る
や
否
や
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
と
譲
り
合
う
。電
車
の
席
の
取
り
合

い
で
も
、知
ら
な
い
人
同
士
で
は
競
争
し
て
も
、知
っ
て
い
る
人
同
士

で
は
急
に
譲
り
合
う
。一
方
福
澤
は
、19
世
紀
の
欧
米
歴
訪
を
通
し

て
、知
ら
な
い
人
同
士
、異
な
る
サ
ー
ク
ル
、会
社
、地
域
な
ど
が
法

や
倫
理
観
に
基
づ
き
上
手
に
結
び
つ
き
、文
明
社
会
を
形
成
す
る
状

況
を
観
察
し
、そ
の
結
果
と
し
て
成
り
立
つ
好
ま
し
い
社
会
を「
人

間（
じ
ん
か
ん
）交
際
」と
訳
し
た
の
だ
。そ
の
上
で
、「
世
の
中
に
最

も
大
切
な
る
も
の
は
人
と
人
と
の
交
り
付
合
な
り
。是
即
ち
一
の
学

問
な
り
」（
豊
前
豊
後
道
普
請
の
説
）と
述
べ
、「
凡
そ
世
に
学
問
と

い
い
、工
業
と
い
い
、政
治
と
い
い
、法
律
と
い
う
も
、皆
人
間（
じ
ん

か
ん
）交
際
の
た
め
に
す
る
も
の
に
て
、人
間
の
交
際
あ
ら
ざ
れ
ば
何

れ
も
不
用
の
も
の
た
る
べ
し
。
…
交
際
愈い
よ

々い
よ

広
け
れ
ば
人
情
愈
々

和
ら
ぎ
、
…
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
軽
率
な
ら
ず
」（
『
学
問
の
す
ゝ

め
』九
編
）と
説
い
て
い
る
。福
澤
は
、交
流
の
な
い
村
や
町
を
つ
な

ぎ
、文
明
的
な
社
会
、文
明
的
な
日
本
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た

イ
ン
タ
ー
プ
レ
ナ
ー
だ
っ
た
の
だ
。そ
こ
で
力
を
発
揮
す
る
の
が
学
問

で
あ
り
、こ
れ
こ
そ
が
学
術
成
果
の
社
会
実
装
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、異
な
る
世
間
や
組
織
、国
が
共
通
の
ル
ー
ル
に
則
り
、よ

り
よ
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
社
会
科

学
と
い
う
学
問
の
社
会
実
装
な
の
だ
が
、人
間
関
係
の
す
べ
て
が
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社
会
科
学
の
理
論
通
り
に
進
む
わ
け
で
は
な
い
。論
理
的
思
考
に

基
づ
く
社
会
科
学
は
学
問
の
粋
で
あ
る
が
、現
実
に
お
い
て
は
、

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
感
情
や
人
間
関
係
が
支
配
し
て
、

論
理
的
思
考
が
実
装
で
き
な
い
状
況
に
も
直
面
す
る
。福
澤
が

society
を「
社
会
」と
単
純
に
訳
さ
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
ま
さ

に
こ
こ
に
あ
る
と
筆
者
は
推
察
し
て
い
る
。科
学
的
な
思
考
に
加
え

て
必
要
と
な
る
の
は
人
間
力
で
あ
り
、人
間
だ
か
ら
こ
そ
の
価
値

観
や
拠
り
所
に
関
わ
る
文
学
、芸
術
、宗
教
、哲
学
、倫
理
学
と
いっ

た
人
文
学
な
の
で
あ
ろ
う
。ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
の
被
害
で
最
悪
な

状
況
に
お
か
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
、そ
れ
で
も
生
き
続
け
る
意
味

を
文
学
に
見
出
し
た
と
い
う
記
事
を
最
近
読
ん
だ
。な
ぜ
生
き
る

か
と
い
う
最
も
基
本
的
な
問
い
に
現
代
科
学
は
答
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。こ
の
よ
う
な
人
々
と
つ
な
が
る
た
め
に
は
現
代
科
学
だ
け

で
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。

４
１
０
号
で
西
原
総
長
が
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
重
要
性
を
論
じ
、

「
教
育
と
は
あ
く
ま
で
も
、『
ひ
と
』一
人
ひ
と
り
の
人
格
を
陶
冶

し
、そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
、世
界
に
福
利
を
も
た
ら
す
た
め
の

尊
い
働
き
」と
記
し
て
い
る
。さ
ら
に
そ
の
前
の
４
０
９
号
で
は
、駒

澤
大
学
の
各
務
洋
子
学
長
が「
い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
本

質
を
見
極
め
、自
他（
自
利
・
利
他
）の
視
点
で
自
分
の
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
」と
述
べ
て
い
る
。立
教

大
学
は
キ
リ
ス
ト
教（
米
国
聖
公
会
）、駒
澤
大
学
は
仏
教（
曹
洞

宗
）、慶
應
義
塾
大
学
は
洋
学
と
い
っ
た
具
合
に
、建
学
の
精
神
は

異
な
る
が
、学
問
に
よ
っ
て
社
会
を
平
和
で
幸
せ
に
導
く
と
い
う
考

え
方
で
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。こ
れ
こ
そ
が
我
々
が
考
え
る
大

学
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装
で
あ
り
、こ
れ
を
実
行
で
き
る
か
が

今
の
我
々
、大
学
人
に
問
わ
れ
て
い
る
。

慶
應
義
塾
と
し
て
は
、一
人
で
も
多
く
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
が

育
ち
、学
生
ら
が
社
会
全
体
の
平
和
と
幸
せ
を
実
現
す
る
実
業
家

と
し
て
飛
躍
す
る
教
育
体
制
の
発
展
を
常
に
心
が
け
る
。そ
し
て
、

様
々
な
事
業
体
に
お
い
て
自
ら
の
変
革
を
主
導
す
る
イ・

ン・

ト・

ラ・

プ
レ

ナ
ー
の
存
在
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
の
と
同
様
、慶
應
義
塾
に
お
い

て
も
教
育
と
研
究
を
中
心
と
し
た
現
代
の
高
等
教
育
機
関
の
あ
る

べ
き
姿
を
的
確
に
追
い
求
め
る
イ・

ン・

ト・

ラ・

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切

に
し
、一
人
ひ
と
り
の
研
究
者
は
自
分
の
研
究
分
野
に
変
革
を
も

た
ら
す
イ・

ン・

ト・

ラ・

プ
レ
ナ
ー
と
し
て
の
志
を
高
く
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。た
だ
し
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、社
会
全
体
を
平
和
で

幸
せ
に
導
く
活
動
、す
な
わ
ち
学
問
の
社
会
実
装
に
よ
る
イ・

ン・

タ・

ー・

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
の
が
慶
應
義
塾
の
使
命
で
あ
り
、す

べて
の
大
学
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
べ
き
共
同
作
業
だ
と
考
え
る
。




